
海老名市教育委員会

（令和２年 7月 定例会議事日程）

日時 令和2年7月22日(水)

午前10時00分

場所 海老名市役所４階　401会議室

１ 議案第 37 号日程第 令和３年度使用教科用図書採択について



 



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　令和３年度において使用する教科用図書を決定したいため

議案第３７号

令和３年度使用教科用図書採択について

　別紙のとおり、令和３年度使用教科用図書採択について、議決を求める。

令和２年７月２２日提出
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令和３年度使用教科用図書採択について 

 

 
１ 令和３年度使用中学校教科用図書の採択について 

  令和３年度から令和６年度までの４年間使用する次の種目の教科用図書を別

紙１「中学校用教科書目録（令和３年度使用）」に登載されている教科書のう

ちから採択したい。 

  〔種目〕 

  国語、書写、社会（地理的分野）、社会（歴史的分野）、社会（公民的分野）、

地図、数学、理科、音楽（一般）、音楽（器楽合奏）、美術、保健体育、 

  技術・家庭（技術分野）、技術・家庭（家庭分野）、英語、道徳 

 

 
２ 令和３年度使用小学校教科用図書の採択について 

  令和元年度に、令和２年度から令和５年度までの４年間使用する次の種目の

教科用図書を採択したところであるが、特段の変更理由がないことから、令和

３年度も継続して同じ教科用図書を採択したい。 

  〔種目〕 

  国語、書写、社会、地図、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、保健、 

  英語、道徳 

 

 
３ 令和３年度使用特別支援学級教科用図書の採択について 

  別紙６「令和３年度用 一般図書一覧」から、令和３年度使用する教科用図

書を児童生徒に応じて採択したい。 

 

 
４ 資料 

  ・別紙１「中学校用教科書目録（令和３年度使用）」 

  ・別紙２「令和３年度使用中学校用教科書 海老名市教科用図書採択資料作

成委員会報告書」 

  ・別紙３「小学校用教科書目録（令和３年度使用）」 

・別紙４「令和２年度使用 小学校教科用図書一覧」 

  ・別紙５「令和２年度使用小学校用教科書 海老名市教科用図書採択資料作

成委員会報告書」 

・別紙６「令和３年度用 一般図書一覧」 

令和２年７月 22 日 

定例教育委員会資料 

教育支援課指導係 
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令和３年度使用中学校用教科書 

海老名市教科用図書採択資料作成委員会報告書               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月 

海老名市教科用図書採択資料作成委員会 
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 国語（４種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 三省堂 教 出 ※光 村  

 

東書は、教育基本法で示されている目標の達成につながる読書教材が、関連する図書の一覧とと

もに提示され、学びの深化につながっている。また、「読むこと」において、論の進め方を比較し、

共通点と相違点に着目して主張を読み取ることで、考えを広げ、深める工夫がされている。学校意

見で特徴的だったのは、「語彙を豊かにするための題材として工夫や配慮がなされている。」という

観点であった。 

 

三省堂は、学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」に関連して、単元の目標を明

示することで生徒たちが見通しを持って学習できるように工夫されている。また、教材の読み方の

方向を図示したり、多様な語句とその表現例、辞書の活用を取り入れたりするなど、生徒にとって

分かりやすく理解が深まる工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「語彙を豊かにするた

めの題材として工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教出は、学習指導要領の「主体的・対話的で深い学び」に応じ、各教材に『学びナビ』が設定さ

れ、深く読むための視点や、表現するときの思考の働かせ方を示している。また、各領域の題材を、

持続可能な開発目標（SDGs）の視点で選定しており、社会や世界が直面している課題や社会の多様

性に触れた教材を横断的に配置している。学校意見で特徴的だったのは、「語彙を豊かにするための

題材として工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

光村は、学習指導要領に新設された「情報の扱い方に関する事項」に特化したページを設け、３

領域の学習に関連させ確実に力がつくよう教材配列が工夫されている。また、各学年の最後に『学

習を振り返ろう』を設け、身につけた力を自覚し、他教科や日常生活に生かしていけるように配慮

されている。学校意見で特徴的だったのは、「本校の生徒の実態からみて適切である。」という観点

であった。 
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 書写（４種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 三省堂 教 出 ※光 村  

 

東書は、教育基本法及び学校教育法に示されている「伝統と文化の尊重」に関連して、文字文化

コラム『文字のいずみ』のページの充実が図られている。また、活用単元『生活に広げよう』で、

防災訓練や職場訪問など生活の場で書写の学びをどう生かすのかについて考え、活動することによ

り、思考力・判断力・表現力を育めるよう工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒に

とって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」という観点であっ

た。 

 

三省堂は、かながわ教育ビジョンに示されている「社会とかかわる力」に関連して、はがきの宛

名や教科名、都道府県名も取り上げ、学習したことを社会生活に生かせるよう工夫がされている。

また、『やってみよう』では、グループで新聞や情報誌を作る活動を設定し、主体的・対話的に学習

を行う工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒にとって分かりやすく理解が深まる

ような構成上の工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教出は、学習指導要領の改訂により示された「３つの柱」に関連して、「資質・能力」がバラン

スよく育める学習内容になっている。また、『書式の教室』では日常生活との関連を重視した学習を

行うことで、生涯にわたって活用できる「生きた書写力」と社会人としての教養が身につくように

配慮されている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構

成上の工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

光村は、生徒が主体的に学習できるように『考えよう』→『確かめよう』→『生かそう』という

流れで学習が展開されている。また、別冊の硬筆練習帳『書写ブック』において、毛筆教材の文字

と同じ学習要素を持つ硬筆課題を設定し、硬毛との密接な関連を図ることにより、毛筆での学習が

硬筆に生きるよう工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「体裁がよく、生徒が使いやすい

ような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 社会（地理的分野）（４種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 教 出 ※帝 国 日 文  

 

東書は、『みんなでチャレンジ』を設け、学習内容を確実に理解させ、話し合いなどの対話的な

活動を通じて多様な意見に触れながら学習を深め、価値判断や意思決定を行える工夫がされている。

また、課題の追究を行うためのコーナーとして『スキルアップ』が設けられ、情報に関する技能を

養える工夫がされている。さらに、単元を貫く課題がわかりやすく設定され、課題に対して生徒の

理解が深まるような工夫や配慮がされている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒が、各分野にお

ける「社会的な見方・考え方（地理的な見方・考え方、歴史的な見方・考え方、現代社会の見方・

考え方）」を働かせる学習ができるための工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教出は、授業の導入には生徒の興味関心が高まるような写真や図版などの資料をわかりやすく提

示することでスムーズに授業に入っていけるよう工夫されている。また、本編ページの最後に学習

事項の定着と言語能力の育成が図られているコーナーが設けられ深い学びに繋げようとする工夫が

見られる。さらに、情報活用能力の育成について、写真やグラフ、地図などの資料の読み取り方の

ヒントが『読み解こう』に掲載され、多面的・多角的な考察が行えるよう工夫されている。学校意

見で特徴的だったのは、「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想し、表現するため

の工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

帝国は、本文ページ下段には『小学校・歴史・公民との関連』コーナーが設けられ、小学校で学

習した内容の確認、他分野との接続ができるように工夫されている。また、見開き１ページで授業

の展開が構造化され基礎的・基本的な知識および技能が確実に理解できるようになっている。さら

に、「主体的・対話的で深い学び」および「言語能力の確実な育成」を実現するための工夫としてペ

ージ右下に『確認しよう』と『説明しよう』のコーナーが設けられている。学校意見で特徴的だっ

たのは、「文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が読みやすく理解しやすいような

工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

日文は、「地理的な見方・考え方」を働かせる問いを『深めよう』コーナーとして設け、習得し

た知識を定着させるために工夫されている。また、深い学びにつながる工夫として、『チャレンジ地

理』があり、自ら調べたり、議論したりする活動が充実している。さらに、世界や日本の今日的課

題について、生徒が主体的に考察することができる『地理＋α』や『自由研究』があり、より学習

内容を深めていく工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成

29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 社会（歴史的分野）（７種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 教 出 ※帝 国 山 川 日 文 育鵬社 学び舎 

 

東書は、１単位時間の学習では『学習課題』を掲示し、学習の終わりに、基礎事項を確認する『チ

ェック』と、要約や説明をする『トライ』の２段階の学習課題を解決することで、学習内容の定着

を図ることができるようになっている。また、分野をまたがる共通の資料を扱い、分野関連マーク

や教科関連マークによって多面的・多角的な学習、教科横断的な学習の確認ができるよう配慮され

ている。学校意見で特徴的だったのは、「課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫や配慮

がなされている。」という観点であった。 

 

教出は、各節の始めに問いを立て、節の終わりにキーワードをもとに節の問いに対する考えを説

明する学習課題を明示することで、歴史の大きな流れを理解するための工夫がされている。また、

小学校の既習人物にマークをつけることで、既習事項を踏まえてより理解を深められるような工夫

がされている。学校意見で特徴的だったのは、「文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、

生徒が読みやすく理解しやすいような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

帝国は、各章に『タイムトラベル』というイラストとそれに関連する課題が設定されており、そ

の時代の日常生活の様子を視覚的に捉えやすくする工夫がされている。また、各章末には、『多面的・

多角的に考えてみよう』『章の学習を振り返ろう』など、学習を深めるためのページが充実し、歴史

の理解を深めるための工夫が図られている。学校意見で特徴的だったのは、「本校の生徒の実態から

みて適切である。」という観点であった。 

 

山川は、各章の冒頭に世界および日本の年表と関連する資料が掲載され、学習範囲の全体像を捉

えやすくしており、わが国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に理解できるような工夫がさ

れている。また、各章末にあるまとめのワークシートでは、言語活動の充実が図られ、思考力・判

断力・表現力等を育むことができる。また、生徒が学習内容や考えをまとめ易いよう構成されてい

る。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえ

た工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

日文は、歴史的な見方・考え方を示すコーナーや、思考力・判断力・表現力等の向上を図るコー

ナーを設けることで意欲的に学習に取り組み、主体的・対話的で深い学びを実現できるよう工夫さ

れている。また、学習課題の理解を深めるため、歴史的な見方・考え方を働かせる問いを『深めよ

うコーナー』として設け、習得した知識を定着させ活用させることで、思考力・判断力・表現力等

の向上を図る工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「体裁がよく、生徒が使いやすいよ

うな工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

報告書-4

-19-



 
 

育鵬社は、日本の伝統文化を学ぶ教材が豊富で、外国人から見た日本の姿や外国の美術に影響を

与えた文化など、歴史に対する愛情が育まれるよう意識した内容が取り扱われている。また、『なで

しこ日本史』など、今まで歴史の中心とされてきた政治史以外の歴史を知るコラムなどにより、歴

史を多面的・多角的に見る見方が養われる工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「中学

校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観

点であった。 

 

学び舎は、学習指導要領の改訂により示された「主体的・対話的で深い学び」に関連して、詳し

く読み取れる大きく鮮明な図版・資料を配置し、生徒の興味関心、一人ひとりの発見や疑問を引き

出す印象的なタイトルの工夫がなされている。また、主体的な学習を促すために太字をなくし、文

章表現や漢字の使用・ルビふりなどが、想定される学習学年に即して編集されている。学校意見で

特徴的だったのは、「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想し、表現するための工

夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 社会（公民的分野）（６種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※東 書 教 出 帝 国 日 文 自由社 育鵬社 

 

東書は、１単位時間が「『導入資料』→『学習課題』→『本文』→『チェック＆トライ』」の流れ

で構造化され、学習内容の定着と「主体的な学び」が実現できるように工夫されている。また、模

式図やイラストを用いた分かりやすい資料や、概念の理解を深められる問いが設定され、主体的で

対話的な深い学びが実現できるような工夫がなされている。学校意見で特徴的だったのは、「本校の

生徒の実態からみて適切である。」という観点であった。 

 

教出は、授業の初めに位置付けた『学習課題』、資料読解のための『読み解こう』、１時間の学習

の最後には『確認/表現』のコーナーの『問い』に取り組み、生徒が自ら学び、自ら考える学習が展

開できるよう配慮されている。また、学習に不可欠な写真・イラスト・グラフ・図解などの資料が

豊富に掲載され、出典と併せて視覚的にとらえやすく配置されている。学校意見で特徴的だったの

は、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」

という観点であった。 

 

帝国は、各章の最初に『学習の前に』が設けられており、導入の部分でイラストをとおして、生

徒の興味関心を引き出せるような工夫がされている。また、『アクティブ公民』や『技能をみがく』

など、生徒が主体的・対話的で深い学びが実現できる工夫がなされており、情報活用能力や「思考・

判断・表現力等」を育むことができる構成となっている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学

習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点で

あった。 

 

日文は、見方・考え方を冒頭で示す『学習の始めに』、見方・考え方を用いて取り組む『アクテ

ィビティ』『チャレンジ公民』、思考ツールを用いたまとめなど、単元を通して考える方法を身につ

けられる工夫がなされている。また、全て見開きのページで、課題に取り組む時に用いる見方・考

え方が示され、生徒がポイントを意識して学習活動に取り組むことができる工夫がなされている。

学校意見で特徴的だったのは、「生徒が、各分野における「社会的な見方・考え方（地理的な見方・

考え方、歴史的な見方・考え方、現代社会の見方・考え方）」を働かせる学習ができるための工夫や

配慮がなされている。」という観点であった。 
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自由社は、『もっと知りたい』では、「国家間の相互の主権の尊重と協力」について、生徒にとっ

てわかりやすく、理解が深まる内容構成となっている。また、各章の終わりに、『学習のまとめと発

展』があり、学習上の困難が生まれないような配慮がされている。また、『学習の発展』では、単元

で学んだ情報を活用できるような工夫がなされている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習

指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であ

った。 

 

育鵬社は、学習の流れとして、各章の導入部から『学習の入り口・これから』 を設けることに

より、生徒が意欲的に自分の事として学習できるように工夫されている。また、「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向け、『学習を深めよう』『やってみよう』『TRY』などの言語活動が設けられて

おり、公民の基礎的な技能を身につけられるように工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、

「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」

という観点であった。 
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 地図（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 ※帝 国    

 

東書は、一般図、基本資料、テーマ資料、統計資料となっていることで、課題解決的な学習に活

用できるように構成されている。また、『さくいん』では『世界の地名』と『日本の地名』及び『資

料さくいん』に分かれていて、情報活用能力の育成と生徒の主体的な学習が行えるように工夫され

ている。さらに、歴史関連ページ、公民関連ページによって、地理だけでなく歴史や公民の学習で

も活用できる資料が掲載されている。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における

教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

帝国は、充実した資料や問い『地図活用』を全 131 問設置し、地図の読み取りなどの地理的技能

が身に付くだけでなく「社会的な見方・考え方」を働かせた学習に活用できるようになっている。

また、『地図帳の使い方ガイド』や『二次元コード』によって、生徒が主体的に学習できるような工

夫や配慮がなされている。さらに、生徒の興味関心を喚起させる工夫として、世界の各州には、自

然環境や生活・文化、産業などのイラストを配した鳥瞰図があり、地域的特色を視覚的に捉える工

夫がなされている。学校意見で特徴的だったのは、「本校の生徒の実態からみて適切である。」とい

う観点であった。 
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 数学（７種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 大日本 ※学 図 教 出 啓林館 数 研 日 文 

 

東書は、『深い学び』のページでは、「主体的な学び」を促すとともに、多様な考えを説明し伝え

合う「対話的な学び」の場面を設定することで、見方・考え方が働く「深い学び」を実現できるよ

う構成されている。また他者との学び合いでは、道徳との関連が図られている。また、インクルー

シブ教育の観点から、レイアウトを工夫したり、文節のまとまりで改行したりすることで、見やす

く、読みやすい文章に構成されている。学校意見で特徴的だったのは、「数学的活動を通して、基礎

的な知識及び技能を身に付けるための工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

大日本は、学習指導要領の改訂により示された「主体的・対話的で深い学びの実現」に関連して、

自らの気づきや疑問をもとに課題を設定し、それらを解決していける力を育む工夫がなされている。

また、教科横断的な学習として、理科と関連した『震源から何㎞離れているかな』や社会と関連し

た『海外に住む友だちと交流しよう』などが掲載されている。学校意見で特徴的だったのは、「各内

容の分量とその配分は適切である。」という観点であった。 

 

学図は、学習指導要領の改訂により示された「生きる力（思考力・判断力・表現力等）」に関連

して、単元の初めの『question』を設定し、問題を考えていく上で「何ができるか」「できることを

どう使うか」の見通しがたてやすいような工夫や配慮がなされている。また、主体的な学習がしや

すいように節末『確かめよう』や巻末『○章のまとめの問題』には、生徒にとって身近な題材や興

味を持てる題材を数多く取り上げている。学校意見で特徴的だったのは、「本校の生徒の実態からみ

て適切である。」という観点であった。 

 

教出は、学習指導要領に示された「学びに向かう力・人間性等」に関連して、学習の必要性を実

感できる課題や数学に関連する知識、数学の歴史的・文化的な話題などが書かれた『章のとびら』

『数学メモ』や職業での数学の活用が書かれた『数学の広場』が設けられている。また、『？』『Let’s 

try』など学習の過程で生ずる生徒の疑問を取り上げ、それを解決したり、新たな問いを見いだすよ

うな主体的な学びにつなげる工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「各内容の分量とそ

の配分は適切である。」という観点であった。 
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啓林館は、『説明しよう』、『話しあおう』、『まとめよう』では、自分の考えを整理して、まとめ

て伝えたり、他の生徒と自分の考えを比較して考えたりすることができ、言語活動の充実のための

工夫がなされている。また、『章末問題』では、問題の右側に確認しておきたい内容と学習したペー

ジを示すことで、振り返って学習できるよう構成されている。学校意見で特徴的だったのは、「学習

指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という

観点であった。 

 

数研は、各章の『Ｑ』において“先生と生徒”、“生徒同士”が対話している場面を掲載すること

で、内容の理解を助けたり、授業の流れをつかみやすくしたりし、生徒から活発な意見を引き出す

工夫がされている。また、別冊の探究ノートでは、本冊の既習内容を確認しながら『探究』、『課題

学習』で学びを深められるように工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「数学的活動を通

して、基礎的な知識及び技能を身に付けるための工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

日文は、生徒の学習上の困難さへの対応について、新しい問題の解き方を、既習事項と関連づけ

て例示した『次の章を学ぶ前に』と『確かめ』が記載されている。また、教育基本法に示されてい

る「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと」に関連して、『数学のた

んけん』では防災や福祉に関する内容を取り入れている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒にと

って分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 理科（５種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※東 書 大日本 学 図 教 出 啓林館 

 

東書は、探究的に学習する過程をフローチャートで示し、科学的に探究するために必要な資質・

能力が育成できるように配慮されている。また、主体的な学びを引き出す導入や、対話的な学びを

喚起する対話の具体例、深い学びを実現する『科学のミカタ』や『学びをいかして考えよう』が適

切に配置されている。さらに、A4 スリム判で、視線の移動が少なく、流れがわかりやすいレイアウ

トになっている。学校意見で特徴的だったのは、「各内容の分量とその配分は適切である。」という

観点であった。 

 

大日本は、豊富な資料を掲載し、科学的な知識・教養を日常生活や社会とつなげて身につけられ

るよう、表記などにも工夫しながら構成されている。また、観察・実験は目的や着目点を分けて簡

潔に表現されており、見通しを持って探究活動が進められるよう構成されている。さらに、観察・

実験がしやすい時期や各学年で理科室の使用が重ならないこと等を考慮した単元構成となってい

る。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえ

た工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

学図は、各単元の観察・実験の手順が丁寧に記述され、身のまわりの器具で行えるように工夫さ

れているものもあり、探究活動を実施しやすい内容になっている。また、学びをふり返ったり、深

めたり、さらに身のまわりにはたらきかけていく「主体的・対話的で深い学び」を実践しやすくな

っている。さらに、カラーユニバーサルデザインや QR コードの活用など工夫がされている。学校意

見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や

配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教出は、巻頭資料『探究の進め方』では、有効数字や誤差などの意味が明確に記されており、実

験をする上での大切な要素の意識づけがされている。また、『ハローサイエンス』などのコラムでは、

科学技術と日常生活や社会課題に対する関心が高まるように配慮されている。さらに、AB変型判で

あり、UD フォントが使われており、文字が大きく、重要文字が色文字で強調されている。学校意見

で特徴的だったのは、「文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が読みやすく理解し

やすいような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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啓林館は、単元導入に掲載されている写真は、生徒の興味関心を引き出すインパクトのあるもの

が採用され、これからどのようなことを学ぶのかを生徒自身が想像できるように工夫されている。

また、身近な問いから学びが始まり、見通しを持って学習できるように工夫されている。さらに、

文章や図がユニバーサルデザイン、読みやすいレイアウトで構成されている。学校意見で特徴的だ

ったのは、「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」

という観点であった。 
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 音楽（一般）（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※教 出 教 芸    

 

教出は、学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、他者と協働し

ながら表現を工夫し、音楽の良さや価値を考える学習が展開されている。『話し合おう』で自分の考

えや感じ取った曲想などをまとめ、協働的な活動を展開することにより、音楽表現に対する思いや

意図を主体的に考えられるよう工夫されている。『学びのユニット』によって、「知識及び技能」「思

考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の３観点がバランスよく構成されている。

鑑賞教材では、聴き比べることにより音楽文化の多様性に気付かせるようになっている。『音のスケ

ッチ』で３年間の系統性や発展性を踏まえ多様で体験的な創作活動が展開し工夫されている。各分

野の教材が整理され、バランスよく掲載されている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指

導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であっ

た。 

 

教芸は、学習指導要領に示された「伝統や文化に関する教育」の充実に向けて日本の伝統音楽に

ついて様々な活動を通して、理解を深めるような工夫がされている。伝統芸能や民謡などは、実際

に地域の祭りや芸能に携わる中学生を紹介することにより、生徒が自分たちの住む地域にも目を向

け、愛着をもつことができるよう工夫されている。指揮やリズム打ち、唱歌を通して音楽に親しみ

をもち音楽の特徴を実感できるよう学習指導要領の改訂の要点を踏まえた「体験活動の充実」を図

る内容となっている。生涯にわたり音楽文化に親しむ態度を育むため、クラシック音楽やポピュラ

ー音楽など多彩なジャンルの作品が紹介されている。題材に関する〔共通事項〕が一目でわかりや

すく記載されている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改

訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 音楽（器楽合奏）（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※教 出 教 芸    

 

教出は、学習指導要領の改訂により示された「主体的・対話的で深い学び」の実現に関連して、

生徒が意欲的・主体的に学習を進め、他者と意見交換をしながら表現活動ができるよう工夫されて

いる。『学びのねらい』をスタートとし、見開きページの学習を進めることでゴールまでの学習を見

通せる構成となっている。楽器演奏の基本を写真、イラストを多用し分かりやすく解説されている。

発展的なアンサンブル活動ができるよう様々な楽曲が多く掲載されている。管楽器、弦楽器、打楽

器の順に各楽器が配置されている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成 29

年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教芸は、学習指導要領の改訂により示された「学びに向かう力・人間性等」を涵養するために音

楽の本質を考え、生涯にわたり音楽文化に親しむ態度を育むことを意識した多様な音楽が取り扱わ

れている。様々な楽器を分類し『楽器の図鑑』としてわかりやすく紹介されている。取り扱ってい

る楽曲や楽器が多彩で、充実したアンサンブル活動を行うことができる。リコーダーの教材は学校

の実態に応じ、アルトリコーダーの楽譜だけでなく、ソプラノリコーダーの楽譜も表記されている。

リコーダー、ギター、和楽器、打楽器の順に各楽器が配置されている。学校意見で特徴的だったの

は、「本校の生徒の実態からみて適切である。」という観点であった。 
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 美術（３種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

開隆堂 ※光 村 日 文   

 

開隆堂は、表現の題材では、見開き１ページでその題材の世界観を凝縮した紙面構成になってお

り、題材の見通しを一目で持つことができる。また、鑑賞では、作家のインタビューや作者の制作

過程のスケッチなどを積極的に取り上げ、芸術のもたらす豊かな人間性の育成を目指す構成になっ

ている。さらに、美術の表現目標や学びに向かう姿勢の目標に加え、新しい用語を『美術の用語』

として、知識を深める工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「生徒にとって分かりやす

く理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

光村は、生徒の発想・構想の手だてとして『みんなの工夫』を掲載し、実際の生徒作品の制作過

程を参考に「対話的で深い学び」を実現する工夫がされている。また、鑑賞と表現との相互性を意

識した構成になっており、教科書の流れが生徒の主体的な学びを導くような工夫がされている。さ

らに、鑑賞『最後の晩餐』では、トレーシングペーパーをとじ込むことや版画の題材では紙材も版

画用の和紙にすることなど、生徒が体験的な学習を進める機会が設けられている。学校意見で特徴

的だったのは、「生徒が自ら造形的な見方・考え方を働かせながら、表現したり鑑賞したりして、生

活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わることができるような工夫や配慮がなされている。」と

いう観点であった。 

 

日文は、図版資料が充実しており、紙面構成もフレームアウトを多用するなど、教科書１ページ

毎がポスターのような迫力のある美しい紙面になっており、視覚的に生徒の興味関心を引きつける

工夫がされている。また、美術作品を多くの『原寸大』の図版で掲載し、細かな筆跡や作者が拘っ

た作品のディティールに迫ることができ、発想を膨らませることも期待できる。さらに、生徒のニ

ーズに応じ、発達段階を考えた３冊構成になっており、充実した題材の設定を行うことができる幅

広い美術の活動に対応する内容となっている。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂

における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 保健体育（４種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※東 書 大日本 大修館 学 研  

 

東書は、教育基本法に示されている「幅広い知識と教養」に関連して、『見つける』『学習課題』

『課題の解決』『広げる』の４ステップが学習の流れに沿って配置されており、主体的・対話的で

深い学びを通して、健康の保持増進や豊かなスポーツライフを実現する資質・能力が育成されるよ

うに配慮されている。また、心の健康について計 13 ページにわたり丁寧に扱っており、実際に役立

つアサーションの方法を紹介している。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂におけ

る教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

大日本は、教育基本法に示されている「幅広い知識と教養」に関連して、『学習のねらい』から

『活用して深めよう』まで課題解決型学習によって、保健及び体育に関する知識を身につけること

ができるよう工夫されている。また、本文ページと資料ページが明確に分けられているため、学習

内容が見やすく、参照性が高くなっており、主体的・対話的で深い学びにつながる活動が行いやす

くなっている。学校意見で特徴的だったのは、「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮が

なされている。」という観点であった。 

 

大修館は、教育基本法に示されている「幅広い知識と教養」に関連して、各章のはじめに『章と

びら』、各項目に学習課題を意識した『課題をつかむ』『学習のまとめ』を設けて、課題解決の過

程を重視した内容が取り扱われている。また、教科を学ぶ意義を実感できるように、学習する内容

と実生活との関連を実感できる資料が用意されているとともに、知識を取り上げた『ほり下げる』

コーナーが設定されている。学校意見で特徴的だったのは、「中学校学習指導要領（平成 29年告示）

の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

学研は、学習指導要領の改訂により示された「思考力・判断力・表現力等」に関連して、「主体

的・対話的で深い学び」が実現しやすいように『学習の目標』『課題をつかむ』『考える・調べる』

『まとめる・深める』といった流れが工夫されている。また、生徒の探究心に応え、より深い学び

に結び付けられるよう『もっと広げる・深める』『探究しようよ』と詳しい資料や探究的な学習活動

例が掲載されている。学校意見で特徴的だったのは、「イラスト、写真、事例等の資料について、最

新のデータを扱うなど信頼性があり、生徒が健康・安全について、自他の課題を発見し、解決する

ことに役立つような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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 技術・家庭（技術分野）（３種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※東 書 教 図 開隆堂   

 

東書は、『この編で学ぶこと』では、他教科の関連や到達目標が示され、見通しを持って学習を

進める工夫がされている。知識及び技能の習得において、問題解決をするために身につける必要が

ある技能は『TECH Lab』にまとめられ、取り組む課題に応じて取得した技術を適切に選択できるよ

うに工夫されている。文章表現は発達段階に応じた適切な用語を用いるとともに、中学校以降で学

習する常用漢字にはすべてふりがなを付している。プログラミング教育では、様々な手法で、幅広

い事例実習を取り上げ、生徒の発達段階も考慮した題材になるよう工夫されている。学校意見で特

徴的だったのは、「既存の技術の理解を図る学習過程や、生活や社会の中から問題を見いだして課題

を設定し解決する力を養う学習過程が取り上げられている。」という観点であった。 

 

教図は、かながわ教育ビジョンに示されている「社会とかかわる力」に関連して、社会で活躍す

る身近な人たちのコラムを紹介し、自己の成長や社会への貢献について考える機会を設けている。

別冊のハンドブックでは基礎的な技能を示す中で、作業手順や工具の安全な使用を示し、事故防止

への配慮がされている。設計・計画をスムーズに進められるように、教科書で取り上げたワークシ

ートが巻末にあり、学習効率を高める工夫がされている。章ごとにインデックスが色分けされてお

り、生徒にとって参照するページがわかりやすいよう工夫されている。学校意見で特徴的だったの

は、「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」という

観点であった。 

 

開隆堂は、学習指導要領の「持続可能な社会の構築」に関連して、各編のまとめに『技術と私た

ちの未来』として、社会や環境と技術との関わりについての理解を深められるよう工夫されている。

ガイダンスのページでは、技術の役割、見方・考え方、生活と産業との関わり、環境問題や伝統的

な技術などを取り上げ、３年間の学習を見通しをもって取り組むことができるように配慮されてい

る。各題材に記載された QR コードを用いて、視聴覚資料を容易に見ることができ、生徒がより主体

的に取り組めるよう工夫されている。用紙が薄く、軽量化（565 グラム）されており、持ち運ぶ生

徒の身体的な負担に配慮がされている。学校意見で特徴的だったのは、「「技術の見方・考え方」や

「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせた学習となるよう、内容構成に工夫や配慮がなされて

いる。」という観点であった。 
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 技術・家庭（家庭分野）（３種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

※東 書 教 図 開隆堂   

 

東書は、かながわ教育ビジョンに示されている「たくましく生きる力」「社会とかかわる力」に

関連して、課題と実践例が多く取り扱われ、目標が明確になるような工夫がされている。学校状況

や様々な場面に応じて学習が進められるよう、幼児とのふれ合い活動など写真や動画などを通して

学ぶことができる配慮がされている。ガイダンスが充実しており、小学校での学習を振り返るとと

もに３年間を見通した内容を確認できるよう工夫がされている。衣生活の衣服の手入れの写真が大

きく見やすい。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事

項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

教図は、かながわ教育ビジョンに示されている「たくましく生きる力」「社会とかかわる力」に

関連して、課題解決を意識した内容が取り扱われている。時代に応じた題材を扱うとともに、イラ

ストや写真などが効果的に使われていることで学習への導入がスムーズになり、教科への興味関心

が高まるように構成されている。たくさんの資料が掲載されており、教科書の中で理解を深める工

夫がされている。読みやすい UD フォントが使用されており、キーワードは青文字で見やすいよう工

夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、

生徒が読みやすく理解しやすいような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

開隆堂は、各単元のはじめに興味関心を高め主体的に物事を考えられるような工夫があり、『話

し合ってみよう』『やってみよう』『考えてみよう』『発表しよう』で対話的で深い学びができるよう

に構成されている。『生活にいかそう』や『参考』では、資料が充実しており、学びを実生活に繋げ

るための工夫がされている。食品群のページでは、説明とともに簡単な実験が載っており、興味を

持って学習できるよう工夫されている。目に優しく見やすい色遣いが用いられ、紙面に統一感があ

りすっきりと構成されている。学校意見で特徴的だったのは、「各内容の分量とその配分は適切であ

る。」という観点であった。 
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 英語（６種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 ※開隆堂 三省堂 教 出 光 村 啓林館 

 

東書は、１学年では小学校との円滑な接続のために十分な期間を取り、小学校での聞く・話すを

中心とする学習を受けて、中学校における４技能５領域の力をバランスよく育成する工夫がされて

いる。また、CLIL への対応として、今日的課題や、生徒の知的好奇心を喚起する題材を取り扱い、

英語を学ぶとともに、世界に視野を広げられるような工夫がされている。さらに、『学び方コーナ

ー』では英語学習の要点を系統的に取り上げ、日本語との違いに触れ、相手に伝わる音読の仕方、

発表での留意点やディベートでの意見の述べ方など国語に関連した学習ができる工夫がされてい

る。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏ま

えた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

開隆堂は、学習指導要領の改訂により示された「５領域の言語活動を通してコミュニケーション

を図る資質能力の育成」に関連して、言語材料の導入からコミュニケーション活動まで効果的に行

えるよう展開されている。また、１ページに肯定文や疑問文・否定文など、関連した言語材料がま

とめて紹介されており、不自然な表現などが避けられ、生徒の実態や言語材料の難易度により、柔

軟に展開できるよう工夫されている。さらに、即興力育成に特化した活動が様々な場面で設定され、

既習の言語材料を活用した４技能５領域の統合的な活動ができるよう構成されている。学校意見で

特徴的だったのは、「本校の生徒の実態からみて適切である。」という観点であった。 

 

三省堂は、１学年の導入では、小学校で学んだことばの使用場面や語句・表現などをふり返った

り、話すこと・聞くことの活動をしたりすることから、文構造・文法事項を整理できるように構成

されている。また、学びに向かう力を育成するために QR コードが配置されており、本文の語句や音

声に加えて、聞くことや話すことの手本となる内容が用意されている。さらに、文構造・文法事項

の定着を図る活動や実践的なコミュニケーション活動が段階的に選択・配列され、学年の進行を踏

まえて積み上げられるよう工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「体裁がよく、生徒が使

いやすいような工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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教出は、言語活動に関して、文構造・文法事項がコミュニケーションを支えるものであることを

踏まえ、４技能５領域の力をバランスよく伸ばし、基礎から実践的な活動まで行うことができるよ

うに構成されている。また、生徒が興味をもてるような話題・題材が豊富に組み込まれており、学

習意欲が高まると同時に、学習を通して視野が広がるように配慮されている。さらに、学びに向か

う力を育成するために、各学年に３年間分の『Can-Do 自己チェックリスト』が明示されており、目

標と照らし合わせながら自主学習を進められるように工夫されている。学校意見で特徴的だったの

は、「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」

という観点であった。 

 

光村は、教育基本法に示されている「幅広い知識と教養を身に付け、豊かな情操と道徳心を培う」

に関連して、登場人物の物語を通じて、身近なことから社会や世界のことへと学習を進められるよ

うに配慮されている。また、生徒の発達段階に応じて、世界の抱える環境・教育・平和・貧困など

の問題を題材として豊富に扱い、SDGs や他教科につながる多様な見方・考え方を育てられるよう工

夫されている。さらに、各 Unit は『扉→Part→Goal』という流れで一貫され、『Part』で基礎的な

知識・技能を習得し、『Goal』で技能統合的な活動に取り組むように構成されている。学校意見で

特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮

がなされている。」という観点であった。 

 

啓林館は、様々な活動を通して新出事項の習熟を図るように展開がされており、それぞれの目標

が明示され、巻末に『Can-Do リスト』が掲載されていることで、生徒が見通しをもって授業に取り

組めるような工夫がされている。また、ユニバーサルデザインを考慮した配色やデザイン、フォン

トが使用されたり、グローバル化に即したキャラクター設定や実際の状況がイメージしやすいイラ

ストが用いられたりしている。さらに、年間約 30～50 時間の予備時間を設け、生徒の実態に応じた

指導ができるように配慮され、１ページ１時間を意識した学習計画が立てやすいよう工夫されてい

る。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏ま

えた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告書-20

-35-



 
 

 道徳（７種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書）   

東 書 教 出 ※光 村 日 文 学 研 廣あかつき 日 科 

 

東書は、いじめ問題といのちの大切さについて、「いじめ問題対応ユニット」と「生命尊重ユニ

ット」を設定している。また、役割演技や体験的な学習を主体としたグループエンカウンターのペ

ージを設け、道徳の授業を通じて人間関係を築く工夫がされている。さらに、巻末付録の『ホワイ

トボード用紙』『心情円』を活用することで、生徒が積極的に授業に参加できる工夫がされている。

学校意見で特徴的だったのは、「道徳的な課題を生徒が自分との関わりの中で、主体的に考え、自分

の考え方、感じ方を明確にすることができるよう、「考える道徳」につながる内容構成になっている。」

という観点であった。 

 

教出は、３年間を通じて葛藤や成長、友情について描いたシリーズ教材が設けられている。また、

「いじめや差別のない社会」「生命の尊さ」について、複数の教材やコラムをまとめ、ユニット化す

ることで、考えの深化・統合を図る工夫がされている。さらに、LGBT 等、今日的な課題を積極的に

取り入れており、多様な価値観を理解し合う大切さを考える手掛かりとしている。学校意見で特徴

的だったのは、「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされている。」という観点で

あった。 

 

光村は、教材末にてびき『見方を変えて』が設けられている。また、『考えよう』の発問は、生

徒が多面的・多角的な見方や考え方ができるように工夫されている。また、生徒の成長を考慮し、

１年間を３つのシーズンに分けて、各シーズンに学びのテーマを設定し、系統性、連続性のある学

習が実現できるよう工夫されている。さらに、「いじめ問題」「情報モラル」について、３年間を通

して考えられるよう『深めたいむ』を設定している。学校意見で特徴的だったのは、「自己を見つめ、

物事を多面的・多角的に考えるために、多様な考え方、感じ方と出あい交流する「議論する道徳」

につながる内容構成になっている。」という観点であった。 

 

日文は、「道徳ノート」には罫線やマス目がないので、自由な表現方法で生徒自身の考えをまと

めることができる。また、挿絵、イラスト、写真、図表など生徒の読解を助けるための資料が多く

取り入れられており、生徒が共感したり、イメージしたりしやすい構成になっている。さらに、身

近な生活場面や漫画、活躍中のスポーツ選手の教材、グラフや図などの統計資料など、多様な教材

で生徒の学習意欲を喚起できるように工夫されている。学校意見で特徴的だったのは、「文章表現や

漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が読みやすく理解しやすいような工夫や配慮がなされ

ている。」という観点であった。 
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学研は、全学年において、生命について多様な教材を用い、深く考え、議論できるように工夫さ

れている。また、生命尊重の教材は各学年で３つずつ用意されている。また、道徳の授業への向き

合い方『考えを深める４つのステップ』を明示している。また、『深めよう』のページでは、道徳の

学びが具体的に提案されている。さらに、ダイナミックな写真や図版を効果的に用いた「AB版」を

採用し、生徒の意欲を引き出す工夫がされている。学校意見で特徴的だったのは、「各内容の分量と

その配分は適切である。」という観点であった。 

 

廣あかつきは、それぞれの教材の内容に応じた偉人の名言が記載されており、道徳的価値や人間

としての生き方について示唆に富んだ格言や名言に触れることができ、生徒自身の見方・考え方を

広げる手がかりとなっている。また、本冊の教材と別冊の道徳ノートを組み合わせて使用すること

で、深い学びが実現できるよう構成されている。さらに、各教材末に『学習の手がかり』があり、

「考え、議論する道徳」の授業を実践しやすい構成になっている。学校意見で特徴的だったのは、

「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」と

いう観点であった。 

 

日科は、学習指導要領に示された「学びに向かう力・人間性等」の涵養に関連して、１年間の心

の成長と道徳科の時間を振り返るコーナーが設けられている。また、いじめ、情報モラル、LGBT な

ど人権問題や社会的な問題を取り上げ、生徒の発達段階に応じた一人ひとりの個性についての考え

が深まる内容構成がされている。さらに、主たる教材が、各学校の重点内容項目に沿って選択でき、

参考資料が学年ごとに豊富に掲載されている。学校意見で特徴的だったのは、「学習指導要領の改訂

における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という観点であった。 
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令和２年度使用小学校用教科書 

海老名市教科用図書採択資料作成委員会報告書               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年７月 

海老名市教科用図書採択資料作成委員会 
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 国語（４種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 学 図 教 出 ※光 村 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

東書は、国語科で育む資質・能力「言葉の力」として提示し、各単元に「つかむ」「取り組む」

「振り返る」の３ステップで課題解決的に学べる工夫がされている。また、本文下には「・」を

つけて行をとらえやすい脚注罫線を設け、文字には手書きに近い書体を用いるなど、多くの児童

にとって読みやすい工夫がされている。学校からは、「語彙を豊かにするための題材として工夫

や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

学図は、１年上巻「ことばはともだち」では、幼児教育との円滑な接続を図り、幼児期の体験

や知的な気付きを言葉で理解し、言葉で表現する楽しさを実感できる工夫がされている。また、 

ページ下段に新出漢字の他、意味調べが必要な語句が示されており語彙を豊かにする工夫がされ

ている。学校からは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫

や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

  

教出は、プログラミング的思考力を高めるため、前の写真と後ろの写真の間にあったできごと

を考えたり、話の展開を考えたりする教材の工夫がなされている。また、学習指導要領「知識・

技能」の習得に関して、教材文の後や巻末付録にある「本をよもう」では読書をしたくなるよう

な紹介文が示されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配

慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

光村は、学習指導要領に新設された「情報の扱い方」に特化し、単元と密接に関連させ言語活

動の中で確実に力がつくように提示されている。また、言語能力の確実な育成について、語彙力

を高め、活かしていくことで思考を深められるよう「言葉の宝箱」が巻末にまとめられている。

学校からは、「児童の実態からみて適切である。」という意見が多くあった。 
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書写（５種） 

発行者略称       （※は現行使用教科書） 

東 書 学 図 教 出 ※光 村 日 文 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、文字を整えて書くためのポイントを「書写のかぎ」と名付け、１単元に一つ系統立て

て配置し、単元のねらいが焦点化されている。また、点画を色分けしたり、擬態語やキャラクタ

ーの動きを加えたりして、多感覚へ働きかけることで児童の理解を助ける工夫がされている。学

校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意

見が多くあった。 

 

学図は、学習指導要領改訂のポイントを踏まえ、他者やグループでの話し合い、意見交換等を

通して、主体的・対話的に学ぶことができるように工夫がされている。また、硬筆の手本と書き

込み欄を上下に配置することで、利き腕を問わず練習できるように配慮されている。学校からは、

「毛筆と硬筆との関連をもたせるための工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

  

教出は、書写学習で習得した力を他教科や日常生活に活用できるように「レッツ・トライ」や

「書いて伝え合おう」などの設定がなされている。また、説明や手本・色づかいや書き順が詳し

く載っているので、自主的に学習できるように工夫されている。学校からは、「小学校学習指導

要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

光村は、全教科の基礎である姿勢・筆記具の持ち方が定着するよう、「しょしゃ体操」が１・

２年生で配置されている。また、書く楽しさや達成感が感じられるよう「水書シート」や「たし

かめようシール」「書写ブック」などの教材が用意されている。学校からは、「児童の実態からみ

て適切である。」という意見が多くあった。 

 

日文は、筆先のイラストの表情や大きさで筆圧や筆の払い方などが視覚的にわかるようになさ

れている。また、学習過程を的確にするために「①考える→②確かめる→③いかす」の３段階の

学習コーナーが設定されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工

夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 
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社会（３種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 ※教 出 日 文   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、学習指導要領「社会的な見方・考え方」に関連して、「空間」「時間」「相互関係」の

３つの視点と考え方を働かせることにより深い学びが実現できるよう工夫されている。また、学

習場面に応じた学び方を「まなび方コーナー」で具体的に示し、系統的（見る・聞く・読み取る・

表すなど）に学習技能を身に付けることができるようになっており、各巻の目次ページで一覧で

きるように配慮されている。さらに、問題解決的な学習の進め方ができるように、左ページ側注

に「つかむ」「調べる」「まとめる」「いかす」の４つで構成されている。学校からは、「小学校学

習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

教出は、児童から「問い」を引き出すうえで、効果的な教材や資料が記載されている。追及に

一貫性が保たれるようにする工夫として、「次につなげよう」が各見開きの末尾に記載されてお

り、つながりや見通しをもった学習過程になっている。また、「社会的な見方・考え方」の視点

や方法が、「ふきだし」等を用いて自然なかたちで引き出されるよう工夫されている。さらに、

各学年 1冊にまとめられており、年間を通したフレキシブルな活用ができ、柔軟なカリキュラム

編成が可能である。学校からは、「児童の実態からみて適切である。」という意見が多くあった。 

  

日文は、学習指導要領社会科の目標に関連して、｢見方・考え方コーナー」を設定し、且つ児

童の素朴な問いや問題を話し合うところから学習過程が構成されている。社会的事象の見方や考

え方が明確になり、主体的・対話的で深い学びへとつながるようになっている。また、単元のま

とめ「わたしたちの学びを生かそう」で、社会科の見方・考え方を働かせることができ、児童が

自主的に学習に取り組める内容となっている。さらに、吹き出しを効果的に使い、意見を出し合

いながら児童の考えが深まっていく学び合いの場面がイラストで提示されている。学校からは、

「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多く

あった。 
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地図（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 ※帝 国    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、外国語の授業に活用できるよう、世界地図に国名および大陸名と海洋名の英語表記を

併記している。また、等高線を細かく分けたり、地図上に路線名・主要道路名などの情報を載せ

たりなど、より細かな情報を得ることができる。さらに、冒頭の世界と日本のイラストマップで

、世界や日本の様々な事物を紹介し、児童の意欲を喚起する内容になっている。学校からは、「

統計、各種の資料は、最新のデータを使うなど信頼性があり、児童の発達の段階に即したものが

適切に取り上げられている。」という意見が多くあった。 

 

帝国は、児童が主体的に地図帳を活用する中で、地図活用の技能や「社会的な見方・考え方」

の育成につながる問い「地図マスターへの道」を設けている。また、学年に応じた使い方ができ

るよう配慮されていて、地図の見方を最初に詳しく説明し、楽しく地図に親しめるようになって

いる。さらに、防災や災害についての資料が豊富に記載されている。学校からは、「児童の実態

からみて適切である。」という意見が多くあった。 
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算数（６種） 

発行者略称       （※は現行使用教科書） 

※東 書 大日本 学 図 教 出 啓林館 日 文 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、単元末が「いかしてみよう」「たしかめよう」「つないでいこう算数の目」の３つで構

成されていて、数学的な見方・考え方に焦点化した問題が出されている。また、つまずきの多い

内容では、特に丁寧な授業展開ができるようになっている。さらに、数直線やテープ図などを手

掛かりに立式しやすい工夫がされている。学校からは、「児童の実態からみて適切である。」とい

う意見が多くあった。 

 

大日本は、「読み取る力をのばそう」では、学習を活用する力や情報を読み取る力、根拠を説

明する表現力・活用力を身に付けられるよう工夫されている。また、「ひらめきアイテム集」で

は、児童が数学的な見方・考え方をメモすることで、その後の課題解決で繰り返し見返すことが

できる。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている

。」という意見が多くあった。 

  

学図は、図を活用できるように、１年生から系統的に図の学習を取り上げ、４年生からは４マ

ス関係表を取り入れることで、発達段階を考慮した学習の工夫がされている。また、「ふりかえ

ろうつなげよう」では、児童が自ら学習を深められるよう条件を変えて発展的に考えることもで

きるようになっている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮

がなされている。」という意見が多くあった。 

 

教出は、学校教育法に関連して「生きて働く知識・技能」の習得に向け、典型的な誤答に対し

て、対策として「考えるヒント」を掲載し、丁寧な指導につなげている。また、問いからめあて

をつくり、問いを深めたり多面的・多角的な考え方に繋げたりする問いの連続で深い学びを目指

す構成になっている。学校からは、「児童にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工

夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 
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啓林館は、かながわ教育ビジョンに関連して「広がる算数」では、様々な職業の方にインタビ

ューし、算数と人生や職業との関係を紹介し、キャリア教育の視点が示されている。また、テー

プ図や線分図等を系統的・継続的に用いることで、数量関係に着目して演算等を考えていくこと

ができるように工夫されている。学校からは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改

善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

日文は、学びをひろげる多彩な問題を収めた巻末の「算数マイトライ」では児童の習熟度に応

じて取り組める工夫がされている。また、読みやすい文節での改行や、見分けやすい色使いや枠

囲み、網かけなど、インクルーシブ教育の視点で紙面が構成され、全ての児童が理解しやすい工

夫がされている。学校からは、「体裁がよく、児童が使いやすいような工夫や配慮がなされてい

る。」という意見が多くあった。 
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理科（６種） 

発行者略称       （※は現行使用教科書） 

東 書 大日本 ※学 図 教 出 信 教 
（見本本送付なし） 

啓林館 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、教育基本法第２条に示されている「主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度を養うこと」に関連して、全ての単元導入に課題をつかむための活動「レッツスタート！」

を設定し、話し合いを通して深い学びが実現できるように工夫されている。また、児童が思考す

るヒントとして、「学んだことを使おう」が設定されており、他教科の既習事項や生活経験を関

連付けながら、系統的に学習が進められるように配慮されている。学校からは、「学習指導要領

の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見

が多くあった。 

 

大日本は、「りかのたまてばこ」「サイエンスワールド」を多数掲載することで、児童の知的好

奇心に応えるとともに、算数科と関連する折れ線グラフの表し方や読み方、生活科と関連するお

もちゃづくり等の内容が掲載されており、他教科へ学びがつながっていくように工夫されてい

る。また、単元の中で「〇年で学んだこと」があり、既習事項と関連させて学習できるように工

夫されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされ

ている。」という意見が多くあった。 

  

学図は、巻末「考えよう調べよう」では、実験器具の使い方などの技能のほか、「伝える・聞

く」「記録する」「調べる」など、学習で必要な技能についても記載してあり、科学的な見方・考

え方が、発達段階に応じて育成されるように工夫されている。また、問題解決の力を確実に身に

つけられるように、単元配列及び内容が工夫されている。学校からは、「児童の実態からみて適

切である。」という意見が多くあった。 
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教出は、学習指導要領の改訂の要点に関連して、各学年の発達段階に応じ、挿絵やキャラクタ

ーのコメントが工夫されており「理科の見方・考え方」を働かせ、観察実験の基本的技能を身に

つけられるよう配慮されている。また、目的意識を持って実験に取り組めるように、「見つけよ

う」「予想しよう計画しよう」「結果から考えよう」「学びを広げよう」と、児童の思考に沿った

構成になっており、科学的思考を育む構成になっている。学校からは、「観察、実験などは、学

年を通して育成を目指す問題解決の力を養うよう、配列や内容の工夫や配慮がなされている。」

という意見が多くあった。 

 

啓林館は、教育基本法第２条に関連して、男女の役割を固定せず、児童一人一人が主役になれ

るよう、互いに協力しながら活動を進めている写真やイラストを掲載している。また、観察・実

験の方法や手順が詳しく記載されており、児童が見通しをもって自ら観察・実験を行えるように

工夫されている。さらに、「別の方法」も提示されており、複数の観察・実験などから得た結果

を基に考察できるように工夫されている。学校からは、「児童にとって分かりやすく理解が深ま

るような構成上の工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 
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生活（８種） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 大日本 学 図 教 出 信 教 
（見本本送付なし） 

光 村 ※啓林館 日 文 

東書は、児童の学習上の困難さへの対応について、観察して気付いたことを表現し考えるヒン

トをまとめた「かんさつずかん」が設けられ、気付きの質を高める工夫がされている。また、教

科書がＡ４サイズで大きく見やすい。巻末に季節ごとの生き物の写真を数多く載せた「ポケット

ずかん」が添付され、切り取って携行し学習に活用できる。実物大の大きさで、図鑑のように見

やすい。学校からは、「知識及び技能の基礎としての「気付き」や「生活上必要な習慣や技能」

という意見が多くあった。 

 

大日本は、生活科の活動や体験が他教科の学習へと広がり発展すると同時に、他教科領域の学

習成果が生活科の活動に生きるよう、教科横断的な視点に立った資質・能力の育成を図るための

工夫がされている。また、サイズの違うページや透明シートを使用した仕掛けのあるページ、モ

ノクロ表現でイメージをふくらませるページを設けるなど、それをきっかけとして具体的活動が

生まれるような工夫がされている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた

工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

  

学図は、単元の終わりでは、ふり返り場面の充実が図られており、多様な表現をもとにこれま

で学んだことや自分の成長に気付けるように『まなびかた図かん』が掲載されている。また、身

近な動植物が大きく描かれており、特徴を捉えやすいイラストが多く、児童の興味関心を引き出

すための効果的な工夫がなされている。学校からは、「体裁がよく、児童が使いやすいような工

夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

教出は、主体的・対話的で深い学びとなるように、「振り返り」に関連して単元の最後に「な

にをかんじたかな」で自身の学びや変容を自覚できる場面が設定されている。また、ページ右上

のヒント欄では、「見つける、比べる、例える、試す、見通す、予想する」などの学習活動を繰

り返し提示することで児童の興味関心を喚起させるような工夫がされている。学校からは、「各

内容の分量とその配分は適切である。」という意見が多くあった。 
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光村は、各単元を「ホップ、ステップ、ジャンプ」の三段階で構成し、学習のスタートからゴ

ールまでを児童が把握しやすいよう構成され、学習過程に沿って確実に力がつくように工夫され

ている。また、ユニバーサルデザインを意識し、優しい色合いで、全体的に文字の分量が少なく、

児童自身のつぶやきや気づきを大切にした構成になっている。学校からは、「児童にとって分か

りやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

啓林館は、スタートブックやステップブックでは、学びのつながりと広がりに配慮し、１年生

では安心して学校生活が始められるように、また、幼児期の学びから上位学年の学びへと円滑に

移行できるように工夫されている。さらに、次の活動への思いや願いを右下の「めくり言葉」で

例示しており、活動が単発的にならず、スパイラルに深い学びが実現できるよう工夫されている。

学校からは、「身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉える題材として、工夫や配慮が

なされている。」という意見が多くあった。 

 

日文は、具体的な活動をイメージしやすい活動写真や吹き出しが多く、児童の考えを引き出し

やすくなっている。特に「おもちゃずかん」や「あそびのひろば」が充実しており、児童が主体

的に活動できる。また、多様性への配慮として、挿絵の中に外国にルーツを持つ児童や、車いす

を利用している人が描かれている。さらに、巻末には盛り上げ印刷された点字や手話が紹介され

ている。学校からは、「各内容の分量とその配分は適切である。」という意見が多くあった。 
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音楽（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

※教 出 教 芸    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教出は、教育基本法第２条に示されている、「幅広い知識と教養を身に付ける」に関連して、

我が国及び諸外国の音楽から様々な時代や曲種の教材が扱われている。『まなびナビ』や『学び

合う音楽』で学びのプロセスや話合い活動の進行が例示されており、言語能力の確実な育成への

配慮がなされている。表現の技能の定着を図れるよう、器楽や歌唱教材の導入では細やかなステ

ップアップで構成されている。児童の思考を促すために透明シートや両開きの折り込みなど大き

な見開きの写真の頁がある。学校からは、「児童の実態からみて適切である。」という意見が多

くあった。 

 

教芸は、学習指導要領に示されている「思考力・判断力・表現力等の育成」に関連して、教科

書内のキャラクターが話す吹き出しにより、児童の思考を促す内容となっている。柔軟で弾力的

な学習活動が扱われており、児童の実態に応じて活動を選択できるように配慮されている。日本

の伝統芸能や童謡について、文化的背景や歌詞の意味が説明されている。児童が１年間の学習の

見通しを持てるよう『学びの地図』が示されている。学校からは、「我が国や郷土の伝統音楽を

扱う題材に工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 
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図画工作（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

※開隆堂 日 文    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開隆堂は、見開きに１年間の見通しがもてる「カリキュラム編成目次」が掲載されている。安

全や防災につながる後片付けについて、配慮すべき点がマークとともに写真やイラストを用いて

具体的に例示されている。知識・技能に関連する内容を各学年の巻末に資料ページとして掲載し

、児童が表現活動でつまずいたときなどに参照できるようになっている。学校からは、「児童の

実態からみて適切である。」という意見が多くあった。 

 

日文は、教育基本法第２条の内容に関連して、「教科書美術館」では、伝統文化や児童の作品

を含む多様な造形や美術作品が掲載されている。教育基本法第６条２項の「自ら進んで学習に取

り組む意欲を高めること」に関連して、わかりやすい投げかけやヒントとなる写真が掲載されて

いる。主体的・対話的で深い学びを実現するために、導入・展開・振り返りの流れが、分かりや

すく掲載されている。学校からは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を

踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  
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家庭（２種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

※東 書 開隆堂    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、小学校学習指導要領（総則）に示された、「主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善」を受けて、全学習項目で問題解決的な学習が繰り返し行える構成（ステップ１見つ

めよう→ステップ２計画しよう・実践しよう→ステップ３生活に生かそう・新しい課題を見つけ

よう）になっている。知識・技能の定着のため、学習の目標と評価を重視し、全ての小題材の始

めに「学習のめあて」、終わりに「ふり返ろう」を設け、こまめに学習を振り返り、学習内容の

定着が図れるようになっている。Ａ４判を用いることで、情報量を充実させて資料性、視覚的効

果を高め、学習の流れが把握しやすい紙面になるように工夫されている。学習内容、実習内容と

もに、基礎基本から応用へと児童の発達段階に応じて系統的に配列されている。学校からは、「児

童の実態からみて適切である。」という意見が多くあった。  

 

開隆堂は、小学校指導要領（家庭科）に示された目標に則り、家族や家庭、衣食住、消費や環

境などについて、基礎的・基本的な知識や技能がしっかり身に付くように、スモールステップで

学習が積み上げられるつくりとなっている。長期休みには児童が課題を決めて家庭実践ができる

ようにチャレンジコーナーが設けられている。環境を考えた実践例や防災を考える例、伝統文化

について調べる例、世界や日本のおやつの例など、家庭で調べたり実践したりできる事例が多数

掲載されている。カラーユニバーサルデザインに関する配慮がなされ、印刷は鮮明でカラー効果

が生かされている。季節感や学校行事を考慮した題材の設定と配列で、２学年にわたって段階的

かつスパイラルに対比しながら学べるようになっている。学校からは、「学習指導要領の改訂に

おける教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあ

った。  
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保健（５種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 大日本 文教社 ※光 文 学 研 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学び」となる授業の実現を目

指して、授業の流れを分かりやすく、４ステップで構成されている。学習指導要領に示された「知

識・技能」の習得に関して、「けがの手当」では、けがをした場合の適切な手当の方法を考え、

実習しやすくなっている。学校からは、「児童の実態からみて適切である。」という意見が多くあ

った。  

 

大日本は、章のはじめに「学習ゲーム」を掲載し、児童がゲームを行うことで学習の課題に気

づき、意欲的に取り組めるよう工夫されている。全面的にユニバーサルデザインフォントを使用

したりカラーユニバーサルデザインを踏まえた配色を工夫したりするなど児童にとって、見やす

い紙面となっている。学校からは、「各内容の分量とその配分は適切である。」という意見が多く

あった。  

  

文教社は、教育基本法第２条第３項に関連してキャラクターがペアになって会話しながら学習

を進めることによって協力が大切であることを意識させている。「わたしの〇〇せん言」という

ページで、思考力・判断力・表現力をつけるとともに、それを友だちと伝え合うことで、自信を

もってこれからの生活や学習に向き合っていけるようになっている。学校からは、「児童が健康

や安全に関する原則や概念に着目できるよう、統計、調査等の資料は、最新のデータを使うなど

信頼性があり、児童の発達段階に即している。」という意見が多くあった。  

 

光文は、「章扉」では、各学年の学習内容を学ぶ意義がストーリー形式で示されており、学ぶ

意欲を高めるとともに見通しをもって学習に取り組めるようになっている。５年「不安や悩みへ

の対処」では、具体的な対処の方法として深呼吸の仕方や呼吸筋のストレッチの仕方などが掲載

されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされて

いる。」という意見が多くあった。  

 

学研は、教育基本法第２条第１項「幅広い知識と教養を身に付け」に関連して、「かがくの目」

や「実習」を用いて健康や安全についての知識を科学的に習得することができるように工夫され

ている。「友だちと」マーク、「技能」マークなどと表示することにより、一目で活動内容が理解

できるように工夫されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫

や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  
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英語（７種） 

発行者略称 

東 書 開隆堂 学 図 三省堂 教 出 光 村 啓林館 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、会話文を重要視した構成になっており、児童同士があいさつをしたり、相づちを打っ

たりするなど、相手を意識した会話がしやすいように工夫されている。場面ごとに使える様々な

英語表現を別冊に収録し、日常生活で気軽に英語を使えるように工夫している。単元のテーマに

沿った明確な目標のもと、活動を紙面上の定位置に配置することで学習の流れが一定になり、児

童にとって分かりやすいように工夫されている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要

点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  

 

開隆堂は、言語能力の育成に関して、児童が目的をもって、他の児童と関わりながら学習でき

るように、相手意識を持たせたやり取りのできる題材が扱われている。プログラミング学習と融

合した活動や東京オリンピック・パラリンピック関連の話題を取り上げ、今日的な課題をわかり

やすく学べる。ページごとに情報量が適度であり、児童が把握しやすい構成になっている。学校

からは、「体裁がよく、児童が使いやすいような工夫や配慮がなされている。」という意見が多く

あった。  

  

学図は、単元のはじめに Scene のイラストを見ながら何度もナレーションを聞く活動を繰り返

すことで、児童の気づきや意欲を促す工夫がされている。「話すこと」に関連した学習内容が充

実しており、児童同士のやり取りを目的とした small talk を毎時間行うことで、コミュニケー

ション能力の向上を図っている。単元の終わりに既習事項である教科横断的な内容や異文化理解

が促進されるコラムが掲載されていることが多く、児童の興味関心を広げ、高めることができる。

学校からは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮が

なされている。」という意見が多くあった。  

 

三省堂は、HOP・STEP・JUMP の３つの構成によって学びのプロセスが確立されており、課題と

ゴール（CAN-DO リスト）が示され、段階的に学習内容の定着が期待できる。「聞く」の項目が充

実しており、音声で十分に慣れ親しんだ上で「話す」「書く」「読む」の活動に取り組むことがで

き無理なく段階的に学習の定着が見込める。教科横断的な内容が充実しており、自国と他国の文

化を尊重する国際理解的な内容に加え、言葉の由来や時差など他教科で学習した内容が組み込ま

れている。学校からは、「文章表現や用語・記号・図版等、児童が理解しやすいような工夫や配

慮がなされている。」という意見が多くあった。  
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教出は、教育基本法で示されている「伝統や文化の尊重と国際理解」に関連し、学校や地域、

国内外へと徐々に広い世界へと目を向けさせるよう、自国も含めた様々な文化への関心や理解を

深める教材が盛り込まれている。見開き１ページで内容が構成されていて、学習したいことが明

確であり、５領域がバランスよく学べるよう工夫されている。教科横断的な要素が多く扱われて

おり、他教科で学習した教材や内容を盛り込んでいるので、安心して学習に取り組め、達成感に

もつながる構成となっている。学校からは、「各内容の分量とその配分は適切である。」という意

見が多くあった。  

 

光村は、学習指導要領に示された「主体的に学習に取り組む態度」に関連して、各 Unit では

「あいづち」など Response が大切であるということを多く位置付けており、主体的に相手とコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を養う工夫がされている。「豊かな心を育む」ため、世界

で活躍する日本人や１２か国の小学生の様子などを見て、多様な文化や価値観に触れ、見方・考

え方を広げられる内容となっている。各 Unit の「Alphabet Time」では、アルファベットの読み

書き、「Fun Time」では、英語の響きを味わうことで音に慣れ、徐々に文を書けるように、段階

的な内容になっている。学校からは、「児童にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の

工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  

 

啓林館は、Unit の構成が統一され、文章を書くページが設けられていて、自己表現活動がし

やすい構成になっている。学習指導要領で示されている「思考力、判断力、表現力等」の育成に

関して、「Review」では、既習表現を使って、場面や状況を変えて外国語によるコミュニケーシ

ョン活動を実際に行えるように工夫されている。「Chant」では、自然に英語のリズムやアクセン

トが身につくような工夫がされている。学校からは、「実際の言語の使用場面や言語の働き等に

十分配慮した題材を取り上げるなど、工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 
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道徳（８種） 

発行者略称     （※は現行使用教科書） 

東 書 学 図 教 出 ※光村 日 文 光 文 学 研 廣あかつき 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東書は、学校教育法「主体的に学習に取り組む態度を養うこと」に関連して「学習の記録」毎

時間の「学習の振り返り」学期ごとの「学習のまとめ」が設けられている。「考え・議論する」

ため、読み物教材とは異なった形式の「活動型教材」が掲載されている。いじめ問題に関して、

どの学年でも複数の教材を関連付けた学習が設定され、「とびらページ」をもとに直接的、間接

的教材を組み合わせて学習することで、いじめをしない、許さない心を育むよう工夫されている

。学校からは、「学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮

がなされている。」という意見が多くあった。  

 

学図は、２分冊化することで、課題を見つける場と学びを深める場が明確化されている。問題

解決の各段階において、焦点化した取り組みができるよう工夫されている。道徳的諸価値に気付

くために、「こころのパレット」が設定されている。内容項目ごとにまとめられており友達や過

去の自分との対話から深い学びになっている。教材文の精選や文字数の削減により、軽量化と見

やすさの向上が図られている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫

や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  

  

教出は、本教材 30 本と補助教材５本で構成され、学校の実態に合わせた指導ができるよう配

慮されている。モラルスキルトレーニングなどの多様な指導方法を取り入れることで問題解決的

な学習ができる学びの手引きが用意されている。全学年をとおして、児童が無理なく学習できる

よう教材内容が精選され、文章が短い教材、絵や写真から考えさせる教材が積極的に掲載されて

いる。学校からは、「各内容の分量とその配分は適切である。」という意見が多くあった。  

 

光村は、教育基本法に示されている「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態

度を養うこと」に関連して、全巻にわたって、「生命の尊さ」に力点が置かれている。いじめ問

題・情報モラル等の現代的な課題について、「よびかけ＋教材＋コラム」のユニットで児童が向

き合うことができるよう工夫されている。各学年の児童の発達段階や特性を考慮し、それぞれの

学年にふさわしい教材選定となっており、児童の心を捉える教材がバランスよく適切な分量にな

っている。学校からは、「児童の実態からみて適切である。」という意見が多くあった。  
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日文は、いじめについては、複数教材とコラムから構成された「いじめ防止ユニット」を年間

３回配置し、多面的・多角的に学習できるよう工夫されている。別冊の「道徳ノート」がついて

おり、気付きや学びを書きとめ、積み上げることができるようになっている。また、自由記述欄

があることで、自分や友達の意見を比較・確認したり、文字以外の方法で表現したりすることが

できるよう配慮されている。教材はすべて見開き単位となっており、前後の教材に気を取られる

ことなく、児童が集中しやすい構成となっている。学校からは、「小学校学習指導要領の改訂の

要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  

 

光文は、教育基本法に示されている「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態

度を養う」に関連して、「生命の尊重」を全学年で重点主題設定としている。さまざまな「問い

かけ」により、多様な感じ方や考え方を実感できようにし、児童の多面的・多角的な思考を促す

工夫がされている。「問いをもつ」→「考える」→「まとめる」→「広げる」の４段階の紙面構

成で主体的・対話的で深い学びにつながるよう工夫されている。学校からは、「小学校学習指導

要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  

 

学研は、教育基本法に示されている「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態

度を養うこと」と関連して、生命の尊さを様々な視点から考える「いのちの教育」が重要テーマ

とされている。児童が自ら主体的に課題を発見し課題を深められるよう、主題名を本文と出会う

前に記載しない工夫がなされている。すべての教材が見開きで始まり、Ａ４版の紙面をたっぷり

使って、写真やイラスト、漫画など豊かなビジュアルで表現されている。学校からは、「小学校

学習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。 

 

廣あかつきは、「みんなで考え、話し合う」ことができる本冊の内容を、「自分を見つめ、考え

る」ことができる別冊で深めることで豊かな情操と道徳心を培うよう工夫されている。「学習の

道すじ」でねらいやめあてを明確にし、終末の「学習を広げる」で「道徳的諸価値」への思考の

深まりが促されるよう構成が工夫されている。本冊は見やすさ、別冊は書き込みやすさを重視し、

本冊の背に見返しをつけて、本冊巻末に収納できるようになっている。学校からは、「小学校学

習指導要領の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされている。」という意見が多くあった。  
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